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研究成果の概要（和文）： 
 
利用者や施設のアクセシビリティを考慮した施設の配置モデルを提案し、その最適化法を提案
し、さらに最適配置の解析を行うことにより施設配置の特性を明らかにした。１．施設利用行
動の実態調査とそれによる利用行動分析、２．競合する施設の最適配置モデルの開発、３．立
ち寄り行動を考慮した利用行動分析と最適配置モデルの有効性 
 
研究成果の概要（英文）： 
This research proposed new facility location models, optimization method, and 
analyzed the optimal facility location, considering of the accessibility of facilities and 
users. 1. Field survey and analysis of the human flow to the facilities. 2. Development 
of optimal facility location model using Huff and gravity model. 3. Synthesis of human 
flow model and optimal facility location model and its demonstration.  
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１．研究開始当初の背景 
近年のライフスタイルの変化、および日常的
に用いている交通手段の変化によって、さら
にまた、交通システムの変化、施設サービス
の多様化によって、サービス施設の配置と
人々の施設利用行動は複雑多様化している。
そのような多様化している施設サービスお

よび施設利用行動について、アクセシビリテ
ィの変化と多様化という視点から検討する
ことが求められている。 
 
２．研究の目的 
本研究は、アクセシビリティの異なる利用者
およびアクセシビリティの異なる施設を対
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象として、その施設利用行動のモデル化およ
び施設配置モデルを作成するとともに、そこ
での最適配置を検討することである。施設利
用行動の調査分析を行い、空間的相互作用モ
デルを用いた施設の最適配置モデルの枠組
みにおいて、施設の配置モデルを提案し、そ
の最適化法を提案し、さらに最適配置の解析
を行うことにより施設配置の特性を明らか
にすることである。 
 
３．研究の方法 
(1)そのために以下の 3 つのサブテーマを設
定して、研究を遂行した。 
①施設利用行動の実態調査と利用行動分析 
②最適配置モデルの開発 
③利用行動分析と最適配置モデルの統合 
 
(2) 施設利用行動の実態調査と利用行動分
析 
買い物行動に着目した施設利用行動の実態
調査と利用行動分析を行う。対象地域を愛媛
県、駿河湾地域、東京都の一部(目黒区)とし
て、そこにおける買い物行動の実態調査を行
い、分析を行った。インターネットを用いた
Web アンケートによって、愛媛県地域で 1000
サンプル、駿河湾地域で 700 サンプル、東京
都目黒区で 300サンプルの被験者（成人女性）
を対象として買い物行動のアンケートを行
った。買い物行動を大きく 1.通常買い、2.
贅沢買い、3.まとめ買いの 3種類の買い物行
動に分類し、どの店舗へ、どの程度（頻度）、
どのような交通手段で、どの程度の時間をか
けて買い物に行き、どの程度の買い物をする
のか（量）について聞く大規模なアンケート
調査を行った。それを通して、買い物行動の
圏域（ひろがり）と施設選択行動（利用行動）
の性質を明らかにする。 
 
(3)最適配置モデルの開発 
ハフモデルと重力モデルを統合したモデル
を用いた最適配置モデルの提案をし、さらに、
それを応用して競合する店舗の施設配置の
特性について分析を行う。本研究では、特に
チェーンを構成する店舗群と独立した店舗
が混在する状況において、チェーン店および
独立店の配置がどのような特性になるのか
を解析する。ある大きさの地域を想定し、そ
こに複数の店舗が立地する場合に、利用者が
ハフモデルと重力モデルを統合した新しい
利用行動モデルに従って施設選択行動をす
るときに、それぞれの施設の最適配置と均衡
配置を求めることによって、チェーン店と独
立店の立地メカニズムを明らかにする。 
 
(4) 利用行動分析と最適配置モデルの統合 
施設側においてアクセシビリティが異なる
条件として鉄道駅などの結節点の最寄りに

施設が立地する場合を考慮に入れた施設配
置モデルを作成する。施設が駅近くに立地し
た場合には通勤通学の経路上の立ち寄り利
用が想定される。一方、駅の場所から離れた
位置に立地する場合には、立ち寄り行動によ
る施設利用はあまり期待できない。空間相互
作用モデルにもとづく立ち寄り利用をモデ
ル化し、利用行動のモデル分析と最適配置の
シミュレーションを行う。図書館を例に、立
ち寄り利用を考慮した利用行動モデルの有
効性を検証する。 
 
４．研究成果 
(1) 施設利用行動の実態調査と利用行動分
析 
3 地域の施設利用（買い物行動）の分析を通
じて、買い物行動は極めて複雑多様であるこ
とが明らかとなった。利用行動を利用者の側
から分析すると、①利用者は必ずしも最近隣
の施設を利用するとは限らず、しかも②最近
隣の施設よりも遠方の施設をより多くの頻
度で利用することが多々見られる。そのため、
従来の空間相互作用モデルやハフモデルを
そのまま適用することは困難であることが
明らかとなった。店舗の利用選択は、その店
舗の業態、立地特性、さらには広告宣伝、ブ
ランド、販売のフォーマット（バーゲンセー
ル、特売などの戦略）による影響が強く、立
地特性により、立地特性よりも強く影響する
場合も見られる。特に、チェーンを構成する
店舗は、より広域の住民からの購買行動を誘
起する効果を持っている。また、ディスカウ
ント系の新しいフォーマットの店舗群が増
加しており、それらは他の業態の店舗よりも
より広域におよぶ商圏を持っていることが
確認された（図 1）。これらのことから、商
業施設に対する施設利用行動、立地分析にお
いては、考慮すべき要素が非常に多数あり、
これまで以上に複雑な利用行動を記述でき
るモデルが求められることが明らかとなっ
た。 

 

図 1 買い物行動線図（愛媛県東温市区域を拡大） 

 

(2) 最適配置モデルの開発 



 

 

商業施設の出店計画等で用いられることの
多いハフモデルから、より現実の施設利用行
動を記述できるモデルにするため、重力モデ
ルとの統合モデルを提案した。また、最適配
置モデルとそれのモデルに基づく最適配置
を求める最適化手法を提案した。配置する施
設の数、競合関係について様々な状況を想定
した最適配置のシミュレーションを行い配
置計画上の知見を得た。具体的には、チェー
ン店と独立店舗の配置メカニズムを解明し、
都市の発展の過程において、チェーン店と独
立店舗の有利不利の状況がそれぞれ存在す
ることを示した。成熟した都市（施設数が多
くサービスレベルが高い過当競争の状況）で
は、チェーン店が有利であり、発展途上の都
市（施設数が少なくサービスレベルが低い状
況）では独立店が有利であることを示してい
る（図 2、図 3）。また、チェーン店は、都市
の周辺部に立地する方がより多くの集客量
を得ることができる。独立店は、都市の中心
部に立地することにより多くの集客量を得
ることができることも明らかにした（図 4）。
これらの知見は、過当競争によって施設はチ
ェーン化が進行すると同時に、さらに郊外立
地が促進することを意味しており、都市は成
熟することによってより郊外へと拡大して
いく性質があることになる。 

 
図 2 チェーン店と独立店舗の集客量（施設数が少ない場合） 

 

図 3 チェーン店と独立店舗の集客量（過当競争の状態） 
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図 4 4 つの独立店（色つき）と 6店舗からなるチェーン店

（白）の最適配置 

 

(3)利用行動モデルと配置モデルの統合 
まず、立ち寄り行動を考慮したアクセシビリ
ティの異なる施設の利用行動モデルを作成
した。駅の近辺の立地する施設では、駅まで
の往復の途中に立ち寄りをすることになる
が、駅から離れた図書館では単純往復での利
用が多くなると考えられる（図 5）。次に、
この利用行動モデルに従うとした場合の最
適配置モデルを作成し、それらを用いたシミ
ュレーションを行った。 
ケーススタディの場所として、東京都練馬

区の図書館施設を対象として、利用行動の調
査を行った。既存の全ての図書館の利用登録
者の情報を用いて、どの地域に住む住民がど
の図書館を利用しているのかの情報を整理
し、立ち寄り行動を考慮した利用行動モデル
のパラメータ推定を行った。パラメータ推定
の結果、立ち寄り行動を考慮することによっ
て、立ち寄り行動を考慮しない場合よりも、
より高い的中率で施設選択行動を説明でき
ることが明らかとなり、アクセシビリティを



 

 

考慮した施設配置モデルの有効性が確認で
きた(図 6)。さらに、ロケーショナルサープ
ラスを最大化する施設配置モデルを定式化
し、最適配置分析を行った。ロケーショナル
サープラスを最大化するモデルとは、利用者
の利便性をより公平に、かつより高い最適な
配置を求めることになる。 

最適配置を求めることにより、駅などの交
通結節点へのアクセシビリティを考慮する
と、最適配置は、従来モデルとは異なる結果
となった。従来モデルと比較すると、図書館
の最適配置は、より駅の近くに配置すること
によって多くの図書館利用が生じることと
なり、より望ましいことが示された。また、
アクセシビリティの高い特定の場所に複数
の施設を配置することが望ましいという結
果も得られている(図 7,8)。 
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図 5 立ち寄り行動モデル 
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図 6 地域毎の利用者数の推定結果の比較 
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図 7 最適配置シミュレーション結果の比較例 
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図 8 最適配置シミュレーション結果の比較例 
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